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三宅島 2000年噴火後の地下水水質変化

Chnage in groundwater quality after the Miyakejima 2000 eruption
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三宅島 2000年噴火後に認められた地下水水質変化現象について、1994年から 2009年までの調査結果を基に報告する。
三宅島では噴火後に２種類の地下水水質変化が認められた。1つは硫酸イオン濃度の上昇であり、これは火山砕屑物から
の溶出が原因となっている。もう 1つはアルカリ度の上昇であり、これは火山ガスによるものと推定される。ただし、こ
こで言う火山ガスとは、現在の火口から噴出しているものを指すのではなく、地下深部から地下を通って浅層地下水に
混入しているものを指す。このような現象を火山噴火前から観測しつづけた例は世界的にも希少である。火山噴火後に
生じうる、地下水水質悪化シナリオを論じる際の事例としての意味を考え、ここで報告する。


